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31. 今更聞けない「トヨタ生産システム（TPS）」受講申込書
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会社名      住所 〒

TEL    FAX    E-Mail

　　日　程      　　　研修内容

1/15（水）
1/22（水 )
9:30 ～ 16:30

   2024 年度 MRO スキルアップ研修開催のご案内   　　【問題解決・業務改善】

31. 今更聞けない
 　「トヨタ生産システム（TPS）」

主　　催︓一般財団法人地域産学官連携ものづくり研究機構
参  加  費︓MRO 賛助会員 6,000 円（一般︓12,000 円 )
会　　場︓テクノプラザおおた研修室　太田市本町 29-1　Tel:0276-50-2100　Fax:0276-50-2110
募集人員︓１５名程度。なお、応募人数が少数の場合は研修を中止することがあります。ご了承ください。

Point!

●TPS を学び直し、自社システムの

　弱点補強、新人教育リーダー育成

●問い合わせ申し込み先︓一般財団法人地域産学官連携ものづくり研究機構　tel︓0276-50-2100、fax︓0276-50-2110
    　E-Mail︓mrokenshu(at)mro.or.jp ※(at) を @ に変えて送信してください。

●HP から直接お申し込みができます

受講料について
●受講後に請求させていただきます。 支払いは、 銀行振込とさせていただきます。 MRO スキルアップ研修は、 地域の中小企業のみなさまの便宜を図り､材料費､資料代、
   交通費などを勘案した最低限の受講料を設定しています。 大変恐縮ながら、 振込手数料につきましては、 受講者様にご負担をお願いします。
●キャンセル料︓開催日 1 週間前までは請求致しません。 1 週間以内の場合は全額を請求いたします。 キャンセルの連絡は、 必ずメール･FAX など記録の残る手段で
　 お願いします。 　 　注）1 週間︓MRO（当財団）の 6 勤務日前 17 時までとします。

TPS は、トヨタグループが提唱した製造システムです。この思想は近年、製造業だけでなく多種の業界で採用され、その
考え方を取込み、自社のシステムに活かしている企業が多数あります。この研修は、自社のシステムの弱点を補強し、
新人教育を行うリーダーを育成することを目的に、このシステムの柱となる部分を学び直します。

第１日目  １．５S 活動の要点
  ２．作業の標準化  →標準作業を決める、運用すること
  ３．工程の流れ化  →１個流し、多工程持ち、多能工化
  ４．工程での品質の造りこみ →自働化、人と設備の仕事を分離

第２日目  ５．需要に同期した生産　　　→平準化、少人化
     　サイクルタイム、タクトタイム管理
     　混流生産
  ６．工程の同期化  →後工程引取り、かんばん、整流化
　　　　     　一貫生産
  ７・可動率の向上  →全社的設備管理（TPM）、設備総合効率
　　　　     　自主保全活動の展開、計画保全の考え方

＊講師プロフィール

　道下敦義（ＭＲＯコーディネーター）新潟大学工学部（応用化学科）卒
　経歴︓マックス㈱生産技術部、設備設計部、生産管理部等に在籍　工場のモノの流れ改革に長年取組みました。
　　　　近年の実績︓IoT を使った現場改善、間接人材の業務効率化等


